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2023 年 3 月 1 日 
【お知らせ】キログラムの合意値改定とその影響 

 
産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

 
【概要】 

2019 年、質量の単位「キログラム」の定義が改定されました。それ以降、新しいキログラムと改定前のキログラ

ムとの差を、各国の国家計量標準機関が協力して確認し続けています。その結果、国際的な勧告にもとづき、本

日以降、当センターが発行する分銅の校正証明書において、校正値を従来と比較して 1 kg あたり 7 µg（100 万

分の 7 g）小さくする方向に変更することになりました。ただし、変更量は校正の不確かさと比べて極めて小さいも

のです。皆様への影響は皆無であり、特段の対応は不要です。背景等を含む詳細については、以下をご覧くださ

い。 
 
【詳細】 

2019 年 5 月、キログラムの定義の基準が、国際キログラム原器から普遍的な物理定数であるプランク定数に

改定されました。これによって、プランク定数を基準として、各国の国家計量標準機関が独自に質量標準を設定

することが原理的には可能です。しかし、各国の質量標準は、シームレスな国際取引や情報共有のために、高い

レベルで整合していなければなりません。そこで、複数のフェーズからなる段階的なプロセスによって、各国が独

自に質量標準を設定する状態への移行が、国際的な枠組みの下、慎重に進められています[1]。また、日本では、

当センターがこの移行プロセスに沿って質量標準を設定しています。 
定義改定直後に始まったフェーズ 1 では、暫定的に国際キログラム原器の質量を 1 kg とし、各国の質量標準

が設定されていました。また、このフェーズでは、各国の国家計量標準機関によって新しいキログラムの定義から

作り出される 1 kg と、国際キログラム原器を基準とする 1 kg との差が検証され、新しいキログラムの定義にもと

づく国際キログラム原器の質量を決定するための国際基準値「キログラムの合意値（Consensus Value for the 
Kilogram）」が決定されました。2021 年 2 月から始まり、現在も続いているフェーズ 2 でも、依然として各国の質

量標準は国際キログラム原器に結び付けられています。ただし、国際キログラム原器の質量は、合意値を基準に

して決定されており、もはや 1 kg ちょうどではありません。さらに、フェーズ 2 では合意値が定期的に見直されま

す。この見直しが数回繰り返された後、各国の国家計量標準機関の技術の十分な整合性が確認され次第、それ

ぞれが独自に質量標準を設定することが国際的に認められ、移行プロセスが完了します。 
2023 年 3 月 1 日、キログラムの合意値が改定されました[2]。新たな合意値は、「2023 年の合意値」と呼ばれ

ています。この改定と質量関連量諮問委員会（CCM）の勧告をうけ、当センターが 2023 年 3 月 1 日以降に発行

する校正証明書における分銅質量の校正値を変更します。これによって 1 kg 分銅の校正値（協定質量）は 7 µg
小さくなります。ただし、校正値の拡張不確かさは 150 µg であり、合意値改定の校正値への影響は、ほとんどあ

りません。他の質量の分銅の校正値の変化も、同様に、不確かさと比べて十分小さく、無視できるものです。また、

2023 年 3 月 1 日より前に発行した校正証明書の校正値を、さかのぼって修正することはいたしません。したがっ

て、今回の合意値改定に伴う一般ユーザーへの影響は全くありませんが、質量標準の現状についてご理解いた

だくとともに、ご安心いただくために、ご案内させていただいております。 
 なお、次回の合意値見直しは、2025 年に実施予定です。新たな合意値は速やかにご案内いたします。ただし、

その場合も一般ユーザーへの影響は全くありません。 
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